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し
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紙
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を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
首
相
の
適
格
性
を
欠
く
発
言
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
発
言
に
つ
い
て
は
、
自
由
民
主
党
の
「
日
本
国
憲
法
改
正
草
案
」
に
関
す
る
議
論
に
お
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
政
府
と
し
て
、
お
尋
ね
の
「
発
言
の
具
体
的
な
意
味
」
及
び
「
発
言
を
撤
回
す
る
お
考
え
」
に
つ
い
て
お
答
え
す
る

立
場
に
な
い
。
ま
た
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
は
、
憲
法
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
会
の
議
決
に
よ
り
指
名

さ
れ
て
お
り
、
適
格
性
を
欠
く
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
も
の
と
考
え
る
。

三
、
六
及
び
七
に
つ
い
て

お
尋
ね
は
、
自
由
民
主
党
の
「
日
本
国
憲
法
改
正
草
案
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な

い
。

四
及
び
五
に
つ
い
て

憲
法
に
お
い
て
、
「
公
の
秩
序
」
の
文
言
は
、
裁
判
の
対
審
に
つ
い
て
公
開
の
原
則
の
例
外
を
認
め
る
第
八
十
二
条
第
二

項
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
規
定
の
目
的
は
、
対
審
の
公
開
に
よ
っ
て
、
社
会
の
安
寧
秩
序
を
害
す
る
と
か
、
社

会
に
道
徳
上
悪
い
影
響
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
が
考
え
ら
れ
る
と
き
に
、
そ
れ
を
防
ぐ
こ
と
に
あ
り
、
こ
こ
に
い
う
「
公
の
秩

一



序
」
と
は
、
社
会
の
安
寧
秩
序
、
社
会
公
共
の
秩
序
、
社
会
公
共
の
一
般
的
利
益
と
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
一
般
に

解
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
「
公
共
の
福
祉
」
の
文
言
は
、
第
十
二
条
、
第
十
三
条
、
第
二
十
二
条
第
一
項
及

び
第
二
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
当
該
文
言
は
、
い
ず
れ
も
憲
法
が
保
障
す
る
基
本
的
人
権
で
あ
っ
て

も
制
約
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
文
脈
で
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
い
う
「
公
共
の
福
祉
」
と
は
、
人
権

相
互
の
矛
盾
・
衝
突
を
調
整
す
る
た
め
の
原
理
で
あ
る
と
一
般
に
解
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
お
尋
ね
の
「
意
味
」

の
異
同
に
つ
い
て
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

八
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
文
言
が
用
い
ら
れ
て
い
る
法
律
の
数
に
つ
い
て
は
、
政
府
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
あ
る
「
電
子
政
府
の
総
合
窓

口
」
の
「
法
令
デ
ー
タ
提
供
シ
ス
テ
ム
」
に
登
載
さ
れ
て
い
る
法
律
の
中
で
、
平
成
二
十
六
年
三
月
十
日
時
点
に
お
い
て
、

御
指
摘
の
「
公
共
の
福
祉
」
は
八
十
四
、「
公
益
」（
用
語
の
一
部
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
を
含
む
。
）
は
二
百
八
十
八
、

「
公
の
秩
序
」
は
二
十
六
で
あ
る
。
ま
た
、
各
法
律
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
用
語
の
意
味
内
容
に
つ
い
て
は
、
当
該
規

定
の
文
脈
を
離
れ
て
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二


